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秦野市通学路安全対策推進懇話会の目的等について 

令和６年８月９日  

 学校教育課作成 

１ 懇話会の概要 

 (1) 目的 

秦野市立小中学校の通学路における安全対策について、各分野の専門的

見地からの意見等を踏まえた客観的な検討・評価により、安全対策の取組

を着実かつ計画的に推進していくことを目的とします。 

 (2) 意見又は助言をいただく事項 

ア 通学路危険箇所への安全対策に関すること 

イ 秦野市通学路交通安全プログラムの見直しに関すること 

ウ その他小中学校通学路の安全に関すること 

 

２ 秦野市通学路交通安全プログラム 

学校及び教育委員会が保護者、地域、警察等と連携し、協力を得ながら

「通学路の設定」、「危険箇所の把握」及び「安全対策の実施」等、通学路

の安全に関する取り組みを計画的に行うため、指針として定めたものです。 

令和３年１２月に改定を行っており、今後も必要に応じて見直しを行いま

す。 

 

３ 通学路安全対策年間スケジュール 

時期 実施内容 実施主体 備考 

4～5 月 通学路の設定 
学校 

保護者等 

「通学路の設定方針」に沿って

各校で設定します 

5～6 月 
通学路安全点検 

整備要望書の提出 

学校 

保護者等 

学校から提出された要望書を取

りまとめ、現況確認を行います 

8 月 
合同点検箇所の検討 

合同点検の実施 

市、警察 

学校 

道路環境、利用状況、事故発生

状況等を踏まえ検討します 

9～10 月 安全対策の検討 市、警察 

危険度を考慮した優先度や、目

的・効果等を整理しながら検討

します 

11 月以降 
安全対策の実施 

新年度予算編成 
市、警察 

時間を要する対策に対しては、

並行してソフト事業による安全

確保に努めます 

12 月 整備要望書への回答 市 
対策の内容や時期の見通しを取

りまとめ、各校へ回答します 

資料１ 
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４ 懇話会開催予定と主な協議内容 

(1) 整備要望の確認・合同点検内容の検討【本日の会議】 

学校から提出された整備要望を確認し、合同点検実施箇所の選定方法や

実施内容について検討します。 

(2) 安全対策案の検討【10 月ごろ】 

合同点検の結果等を踏まえ検討した各危険箇所の安全対策案を確認し、

専門的見地からの意見・助言をいただくことを予定しています。 

(3) 安全対策の進行管理【２月ごろ】 

安全対策の実施状況（予算執行状況）に関する進行管理を行うとともに、

新年度予算の状況について確認していただく予定です。 

 

５ その他検討事項（案） 

(1) 安全対策の効果検証について 

(2) ソフト面の安全対策の拡充について 
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秦野市通学路安全対策推進懇話会設置要綱 

（令和４年６月１７日施行） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、秦野市立小中学校の通学路（以下「通学路」という。）

の安全対策に関する意見又は助言を求めるための組織として、秦野市通学路

安全対策推進懇話会（以下「懇話会」という。）を設置するに当たり、その

組織及び運営について必要な事項を定める。 

（意見又は助言を求める事項） 

第２条 懇話会において意見又は助言を求める事項は、次に掲げるとおりとす

る。 

(1) 通学路危険箇所への安全対策に関すること。 

(2) 秦野市通学路交通安全プログラムの見直しに関すること。 

(3) その他通学路の安全に関すること。 

（組織） 

第３条 懇話会の参加者（以下「参加者」という。）は、８名以内とし、次に

掲げる者により組織する。 

(1) 学識経験者 

(2) 秦野市立小学校長会から選出された者 

(3) 秦野市ＰＴＡ連絡協議会から選出された者 

(4) 秦野市自治会連合会からから選出された者 

(5) 市内の交通安全団体関係者 

（会議） 

第４条 懇話会の会議（以下「会議」という。）は、教育長が招集する。 

２ 会議は、必要に応じて座長を置くことができる。 

３ 座長を置いたときは、座長が会議の議長となる。 

４ 懇話会は、必要があると認めるときは、会議に参加者以外の者の出席を求 

め、説明若しくは意見を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

（報償の支給） 

第５条 参加者が懇話会の会議に出席するときは、予算の範囲内で報償を支給

することができる。 

（庶務） 

第６条 懇話会の庶務は、学校教育課において処理する。 

２ 懇話会における意見又は助言は、学校教育課において記録し、文書化する。 

資料１－１ 
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（補則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営について必要な事項は、

会議に諮って定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和４年６月１７日から施行する。 

 

 



令和３年１２月

秦野市教育委員会

秦野市通学路交通安全プログラム

資料１－２
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１　通学路交通安全プログラムの基本的な考え方

〇主な取組み（年間スケジュール）

 ①通学路の設定

　  ③危険箇所の把握

④改善要望 ①～

　②通学路図（全学区）の作成 ⑦安全対策の検討 ⑧改善要望への対応方針決定 ②～

⑤現地調査等 ⑨安全対策の実施 ⑪安全対策の効果検証等

⑩新年度予算編成・国庫要望事務等

4月

市・警察等

11月 12月 2月 3月

⑥
合
同
点
検
の
実
施

推進会議

　通学路交通安全プログラム（以下「プログラム」という。）は、学校及び教育委員会が保護者、地

域、警察等と連携し、協力を得ながら「通学路の設定」、「危険箇所の把握」及び「安全対策の実

施」等を着実かつ計画的に行うための指針として定めるものです。

　また、プログラムに基づく取組は、年間を通じて関係機関等が共有し、通学路安全対策推進会議

（以下「推進会議」という。）において専門家の助言等を参考にしながら検討、実施及び効果検証を

行い、次年度以降の取組に反映することで、通学路の安全対策を継続的に推進します。

　なお、プログラムは国の方針や取組をはじめ、道路交通法（昭和35年法律第105号）その他の関係法

令、本市の条例・規則等を踏まえ、必要に応じて改定することとします。

学校・地域

1月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

年間を通じた継続的な「交通安全教育・通学路安全点検等」の実施

通学路

の設定

危険箇所

の把握

安全対策

の実施

取組効果

の検証

確認・検討 協議・決定 効果検証
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２　通学路交通安全対策の推進

(1) 通学路の設定

１

２

３

４

５

　通学路の設定について「小学校施設整備指針(文部科学省）」では、「交通頻繁な道路、鉄道線路等との交差を避けるなど安全な

通学経路を確保することができることが重要である。さらに、防犯上、死角が多い場所、人通りの少ない場所をできるだけ避けら

れる通学経路が確保されることが望ましい」とされています。

　こうした指摘を踏まえて各校の通学路は、次の方針に沿って設定することとします。

　通学路は、児童・生徒の自宅から学校までの道路で最短距離とするのではなく、安全を最優先とし、道路環境や交通状

況等を考慮して、より安全な道路を選んで設定することとします。

　通学路は、できるだけ歩車道の区別のある道路とし、区別がない場合は車両の交通量が比較的少なく、児童・生徒の安

全な通行を確保できる道路を選んで設定することとします。

〇通学路の設定方針

　通学路の横断場所は、原則として横断歩道、信号機又は横断歩道橋等が設置されている場所とし、設置されていない場

所を横断場所に設定する場合は、見通しが良く、交通量が比較的少ない安全な場所を選んで設定することとします。

　通学路は、できるだけ死角を避け、児童・生徒が極力一人にならないよう、防犯上の観点からも適切な環境にある道路

を選んで設定することとします。

　学校は、通学路の安全確保に関する保護者及び地域住民の意見等を参考とし、必要に応じて教育委員会及び関係機関等

と協議して通学路を設定することとします。



２　通学路交通安全対策の推進

(2) 危険箇所の把握及び改善要望の提出

 〇改善要望の提出

 〇要望内容の確認
 〇現地調査等

安全点検の実施
危険箇所の把握

 〇要望内容の確認
 〇合同点検の調整

推進会議の開催
 〇秦野警察署・関係課へ送付
　（通学路に関する情報共有）

学　校

教育委員会

 〇通学路の設定
　（保護者等による協力）

 〇通学路図のとりまとめ

　学校は、児童・生徒からの情報を活用し、保護者や地域住民等の協力を得ながら通学路の点検を行い、危険箇所を把握します。

　把握した危険箇所は、「通学路整備要望書」に整備に関する要望事項や、その箇所を通学路として利用する児童・生徒数等を記

載して教育委員会に提出します。

　教育委員会は、各校から報告された通学路図をまとめ、秦野警察署や庁内関係課と共有するとともに、提出された改善要望箇所

の現況確認等を行い、危険箇所を把握します。

　また、推進会議を開催して通学路及び改善要望について報告するとともに、合同点検について調整し、実施方法等を決定しま

す。
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２　通学路交通安全対策の推進

(3) 合同点検の実施

①

②

③ 保護者、見守り活動者、地域住民等から市町村への改善要請が
あった箇所　など

　２　児童・生徒の利用状況

→　利用者数、学校からの距離等はどうか

　３　事故の発生状況

→　児童・生徒が関連する交通事故の発生状況等はどうか

(4) その他教育委員会が必要と認める者

 〇新たな観点

過去に事故に至らなくても、ヒヤリハットの事例があった箇所

見通しの良い道路や幹線道路の抜け道になっている道路など車の
速度が上がりやすい箇所や大型車の進入が多い箇所

(1) 交通安全を所管する課等の職員

(2) 道路の整備・管理を所管する課等の職員

(3) 教育委員会事務局の職員

 １　合同点検実施区域の学校

 ２　秦野警察署

 ３　秦野市

合同点検の参加者

(1) 学校長又は教頭若しくは担当教職員

(2) 保護者の代表

(3) 地域の代表

　合同点検は、あらかじめ推進会議が選定した箇所を対象とし、改善要望提出校の代表、市及び秦野警察署が合同で危険箇所を点

検し、安全対策について検討します。

　なお、合同点検の参加者や安全点検を行う上での視点等は、次のとおりです。

国が示す「危険箇所の把握・抽出に当たっての観点」

 〇危険・要注意箇所

道路が狭い、見通しが悪い、人通りが少ない、やぶや路地、倉庫、空
き地など人が身を隠しやすい場所が近い、大型車が頻繁に通る　など

(4) その他学校長が必要と認める者

　交通安全を所管する課等の署員

安全点検（合同点検）を行う上での視点

　１　道路・交通環境

→　交通量、歩行者と車両の距離等はどうか



２　通学路交通安全対策の推進

(4) 安全対策の検討

〇 〇

〇

　危険箇所ごとの安全対策は、改善要望の内容や合同点検の結果等を踏まえ、推進会議において「危険度を考慮した優先度の整

理」、「目的・効果等の整理」などを行いながら、それぞれの場所に合わせた安全対策を検討します。

　また安全対策は、設置場所が確保でき、短期間での施工が可能な設備の設置などの「短期間で可能な対策」と、地権者との協議

や予算措置が必要な歩道の設置などの「時間を要する対策」に整理・分類し、対策に応じた取組を進めます。

地権者との協議、予算措置
や国庫補助申請等が必要な
施設・設備の整備など

公安委員会の設置基準等に
係る施設・設備の整備や交
通規制など

危険箇所ごとの改善要望

優先度の整理

 〇道路・交通環境

 〇児童・生徒の利用状況

 〇事故の発生状況

 〇その他の危険度等

目的・効果等の整理

 〇歩行空間の確保

 〇通行・速度の規制

 〇運転者の視認性向上

 〇その他の目的・効果等

設置場所が確保でき、短期
間での施工が可能な設備の
設置など

　危険箇所ごとの改善要望を踏まえ、危険度を考
慮した優先度や対策の目的・効果等を整理しなが
ら安全対策を検討

短期間で可能な対策 時間を要する対策

危険度を考慮した優先度等の整理

 〇歩道の設置・拡幅

 〇グリーンベルトの整備

 〇ガードレール等の設置

 〇信号機や横断歩道の設置

 〇通行・速度の規制　　など

 〇ラバーポールの設置

 〇注意喚起・啓発看板等の設置

 〇路面標示　　など
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２　通学路交通安全対策の推進

(5) 安全対策の推進

　市が実施する安全対策は、所管する部ごとに予算を計上するが、予算事業名を「通学路安全対策事業費」に統一することで事業
の全体像を明らかにするとともに、国庫補助対象事業ごとに整理・分類することで、安全対策事業の進行管理や財源確保につなげ
ます。

予算事業名の統一による安全対策の一体的推進

　児童・生徒等への交通安
全指導、運転者等への啓発
活動、通学路の見直し等を
実施

　ラバーポールの設置、注意喚起・啓発等看板
等の設置、路面標示などの安全対策

時間を要する対策

　歩道の設置・拡幅、グリーンベルトの整備、ガードレール等の設置、信号機
や横断歩道の設置、通行・速度の規制などの安全対策

　安全対策のうち「短期間で可能な対策」は年度内の施工・実施を基本とし、速やかな実現に努めます。

　また「時間を要する対策」は、予算の確保や国庫補助申請、地権者との協議や公安委員会への要望などの必要な事務手続きを進

め、着実かつ計画的な事業の推進に努めるとともに、児童・生徒への交通安全指導や通学路の見直し等も含めた「ソフト事業」に

よる安全確保に努めます。

　現年度予算で速やかに実施
　国庫補助対象事業等は申請
事務と合わせて新年度予算に
計上して実施

　大規模工事等は総合計画の
ローリング等に位置付け、財
源の裏付けを持った事業とし
て計画的に実施

短期間で可能な対策

現年度予算での対応 新年度予算での対応 計画的な対応 ソフト事業での対応



３　関連資料等

5 参考資料

1 通学路安全対策推進会議委員名簿

2 通学路図

3 通学路改善要望箇所一覧

4 通学路安全対策事業一覧
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通学路整備要望への対応状況等について 

 令和６年８月９日 

学校教育課作成 

１ 要望内容及び件数の内訳                   (単位：件) 

  令和５年度の要望 51 件について、27 件が昨年度中に対応済みであり、対

応不可としている 1 件を除いた 23 件は今年度以降対応する予定としていま

す。また、令和６年度は新規の要望として 48 件、昨年度以前からの継続の

要望も含めて 54 件の提出がありました。 

所
管
部
署 

要望内容 

令和 5 年度 

R6 年度 
要望件数 
（新規） 

要
望
件
数 

R5 対応済み 
R6 以降 
対応予定 

対応
不可 

 
代替案に 

より対応 

（内数） 

 
代替案に 

より対応 

（内数） 

警
察 

横断歩道の設置 3 2 (2) 1 (1)  4(4) 

信号機の設置・調整等 2 1 (1) 1 (1)  2(2) 

交通規制の実施 1 1 (1)    0 

横断歩道の塗り直し 0      3(3) 

取り締まりの実施 1 1     0 

道
路
管
理
者
等

（市
又
は
県
） 

注意を促す標示や啓発看

板等の設置 
11 6 (1) 5   19(16) 

路側帯やグリーンベルト

の設置 
7 1  6 (4)  9(8) 

ガードレールやポール等

の設置 
0      3(3) 

カーブミラー設置・調整 3 2 (2) 1 (1)  4(4) 

道路及び歩道の拡張等 3 1 (1) 2 (2)  0 

路側帯、グリーンベルト

等の塗直し 
4 3 (2) 1   0 

児童用横断旗の設置 0      0 

歩行者横断指導線の設置 3 1 (1) 2 (2)  0 

自転車専用通行帯の設置 1   1 (1)  0 

路面の修復 3   3 (1)  2(1) 

その他（植物の伐採や防

犯灯の設置等） 
9 8 (2)   1 8(7) 

合計 51 27 (11) 23 (13) 1 54(48) 
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２ 令和５年度通学路合同点検の実施状況について 

(1) 実施箇所数 

   11 校 17 箇所で実施 

(2) 実施時期 

   ８月下旬（夏季休業中） 

(3) 合同点検実施箇所の選定 

通学路交通安全プログラムの内容を踏まえ、次の条件と合致する箇所に

ついて重点的に実施することとし、本懇話会及び秦野警察署及び庁内関係

課による「合同点検に係る事前打合せ会」においての協議を経て選定しま

した。 

ア 交通量が多く、歩行者と車両の距離が近い 

イ 横断歩道や停止線等の設置がない交差点等 

ウ 見通しが悪く飛び出しへの注意が必要 

エ 児童生徒が関連する事故及びヒヤリハット事例が発生している 

オ 地域住民等から危険が指摘されている 

 (4) 新たな取組 

   本懇話会でいただいた意見等を踏まえ、新たな取組として次の２つの取

組を実施しました。 

  ア 平日登校時間帯においての点検 

  イ 地域（自治会）と連携した点検 

 

３ 令和６年度要望への対応 

時 期 内  容 

８月５日 

（実施済） 

秦野警察署及び庁内関係課による「合同点検に係る事前打合せ

会」を実施し、各要望箇所への具体的な対策の検討及び合同点検

実施箇所（案）を協議しました。 

８月中旬 本日の会議でいただいた意見等を踏まえ、合同点検実施箇所を決

定します。 

８月下旬 学校関係者、秦野警察署及び庁内関係課による通学路合同点検を

実施し、対策内容の検討を行います。 

９月以降 各部署が所管となる要望箇所について、対応可能なものから順次

対策を実施します。今年度予算で対応できないものは、次年度予

算要求において予算の確保に努めます。 

10 月 下 旬

から 11 月

上旬 

第２回通学路安全対策推進懇話会において、合同点検の結果等を

踏まえ検討した安全対策案の確認を行い、専門的見地からの意

見・助言をいただきます。 



令和５年度通学路整備要望一覧

令和６年８月９日
学校教育課作成

番
号

住所等 関連道路 理由及び要望
通学
人数

所管部署 対応区分 対策案 合同点検
不可の場合の理由
その他特記事項等

過去の
要望有無

過去の
合同点検

過去の回答等

1 本町小 1
室町8-37
光栄写真館から踏切までの道

室町3号線

コンクリートの擁壁の一部に亀裂が見られ、防災面から
も危険なため修繕を希望。
また、同地点に設置してある「踏切あり」の標識の根本に
腐食が見られ、倒れる恐れがあるため修繕を希望。

19人
建設総務課
建設管理課

R5対応

・民地に位置するコンクリート擁壁のため、該
当土地所有者に修繕のお願いを実施する。
（建設総務課）
・「踏切あり」の標識の修繕を実施する。（建設
管理課）

新規

2 本町小 2
水神町5-24
桜町通り

市道59号線
見通しが悪いが、スピードを出して通る車が多い。朝は
ボランティアの方がいるが帰りはおらず、横断に危険が
伴うため、安心して横断できるよう改善を希望。

30人
建設管理課
地域安全課

R6対応

・スクールゾーン標示や減速を促すドット線等
の設置を検討する。
・注意を促す啓発看板の移設・更新を検討す
る。（地域安全課）

〇 新規

3 本町小 3
水神町2-16
セブンイレブンから曽屋神社へ向
かう道

水神町6号線
路側帯の白線が消えかかっているため、塗り直しを希
望。

32人 建設管理課 R6対応 路側帯の塗り直しを実施する。 新規

4 本町小 4
文京町5-16
天理教秦野大教会前の道

栄町3号線
路面のダイヤマークが消えかかっているため塗り直しを
希望。

41人 秦野警察署 対応済み

ダイヤマーク塗り直しは実施不可だが、当該箇
所はR3年度に横断歩道及び文マークの塗り直
しを実施済みのため、これを以て必要な対応は
実施済みとするもの。

上申の結果、ダイヤマークの設置及び塗り直し
は、カーブ直後の横断歩道等、直前に横断歩道
を視認できないような箇所でのみ実施する旨、
県下で方針決定となったため、当該箇所での塗
り直しは不可の旨、秦野警察署から連絡あり
（R5.12.21）

R3 R3：横断歩道の塗り直しを実施済み

5 南小 1
清水町9-17付近
にこにこパン工房と福森鉄工所
の間の通りから踏切にかけて

緑町5号線
道路が狭いうえ、歩行スペース上に電柱が点在するた
め、特に雨天時は傘が車と接触するような危険が大き
い。

5人 建設管理課 R6対応
グリーンベルトの設置を検討する。（道路の西
側にグリーンベルトを設置する工事）。

〇 R4
R4：R5年度に学校から要望として挙がった際
に、合同点検を行うか検討し、グリーンベルト
設置工事を検討する。

6 南小 2
今泉395-1付近の住宅街道
名水桜公園北側の道路

今泉81号線
道が狭く交通量も多く車とのすれ違い時に接触の危険が
あるため、グリーンベルト設置等の対策を早めに希望。

20人 建設管理課 R5対応
R５年度工事発注済みです（道路の南側にグ
リーンベルトを設置する工事）。

R4 R4
R6以降、道路の南側にグリーンベルトの設置
工事を発注予定。（5/16建設管理課）

7 南小 3
今泉732付近
下中尾橋付近の道

市道13号線
見通しが悪く、登校時間帯の交通量が多いため、車のそ
ばを通らないようにしたい。グリーンベルトの設置や歩道
の拡幅等の対策を希望。

80人
秦野警察署
建設管理課

R6対応

・ダイヤマークの塗り直しを上申する。（秦野警
察署）
・グリーンベルトの設置を検討する。（道路の南
側にグリーンベルトを設置する工事）（建設管
理課）

〇

道路の拡幅については、地元自治会から、沿道
地権者（土地所有者）の同意を得たうえでの要
望がないと対応が困難な状況です。（道路整備
課）
・市道13号線
　幅員計画：6.0ｍ／現況幅員：5.8ｍ～7.1ｍ

新規

8 南小 4
今泉359付近から今泉2213-4付
近
秦野駅南口に繋がる道

今泉102号線

道路工事により秦野駅方面と直線で繋がったため、特に
朝スピードを出して通る車が多いが、道路拡張している
所の先を通学路として利用しているため危険。また、まだ
拡張していない箇所は車がやっとすれ違えるほど狭く、
側溝の蓋と路面には段差ができている状況。
工事に時間を要するのであれば、暫定措置としてグリー
ンベルト等の設置を希望。

60人 建設管理課 R6対応

側溝の蓋と路面の段差については、段差擦り
付けの修繕を実施する。また、都市計画道路
の完成までの期間について、暫定措置としての
速度抑制対策を検討する。

〇 新規

9 南小 5
今泉359付近
秦野駅南口に繋がる道のT字路

今泉102号線
一時停止の標識がないので勢いよく通学路に曲がってく
る車が多く、道路標識等の設置を希望。

50人
地域安全課
建設管理課

R6対応

・注意を促す看板の設置を検討する。（地域安
全課）
・注意を促す路面標示やカラー舗装の設置を
検討する。（建設管理課）

〇 新規

10 南小 6 今泉台1-9-8付近の横断歩道 市道88号線

登下校で横断する班がいくつかあるが、児童がいても止
まる車が少なく、スピードを出している車が多い。
この先の橋を渡った先で一時停止の取り締まりを見かけ
るので、下校時刻の14時～15時半くらいまでこちらでも
取り締まりの実施を希望。

15人 秦野警察署 R5対応
地域課・交通指導係にて下校時の取締りの対
応予定。

新規

11 東小 1
東田原1176-4付近
バス通り

市道5号線

信号のないほぼ直線の道であり、車のスピードが出やす
く危険。ドライバーへの注意喚起のため、路面のスクー
ルゾーン標示を希望。
※令和4年1月に、横断しようとした児童と車の接触事故
あり

400人 建設管理課 R5対応
注意を促すスクールゾーン標示の塗り直しや
設置を実施する。

R4
令和４年１２月に「通学路注意」の看板を６枚
設置済み。

12 北小 1
羽根501関野商店から葛葉川人
道橋までの道

羽根20、21号線
菩提30号線

県道705号線渋滞の抜け道として通学時間帯の交通量
が多いが、歩道がない。学校で児童への注意喚起を行っ
ているが、事故を未然に防ぐため道路の拡張またはグ
リーンベルトの設置を希望。児童には右側通行を指導し
ているため、グリーンベルトはできれば両側を希望したい
が、片側となる場合は設置される側を歩くよう指導した
い。
※地区別懇談会要望にも記載あり。

70人 建設管理課
道路整備課

R6対応

羽根20、21号線を対象に、道路北側の側溝の
蓋を現場打ちコンクリートに変更するとともに、
グリーンベルトの設置を検討する。（道路の北
側にグリーンベルトを設置する工事）（建設管
理課）

〇

道路の拡幅については、地元自治会から、沿道
地権者（土地所有者）の同意を得たうえでの要
望がないと対応が困難な状況です。
・市道羽根２１号線
　幅員計画：4.7ｍ／現況幅員：4.2ｍ
・市道羽根２０号線
　幅員計画：都計道／現況幅員：4.5ｍ～6.6ｍ

新規

学校名及び
通し番号

危険箇所 対策検討状況 過去の要望状況
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令和５年度通学路整備要望一覧

番
号

住所等 関連道路 理由及び要望
通学
人数

所管部署 対応区分 対策案 合同点検
不可の場合の理由
その他特記事項等

過去の
要望有無

過去の
合同点検

過去の回答等
学校名及び
通し番号

危険箇所 対策検討状況 過去の要望状況

13 北小 2
矢坪沢交差点から北公民館へ向
かう道路
山辺保育園へ曲がるまでの区間

市道51号線

見通しが良く車両も速度を上げやすい。1日の交通量は
少ないが、住宅も増え、通勤時間帯の抜け道に通る車も
増えている。両側の歩道は狭く、学校で指導はしている
が登下校時に車道に降りる児童もいるため、歩道の拡張
またはガードレールの設置を希望。

360人 建設管理課
道路整備課

R5対応
代替案として、R5年度中に交差点の歩車道境
界ブロック端にラバーポールを設置予定。（建
設管理課）

道路の拡幅については、地元自治会から、沿道
地権者（土地所有者）の同意を得たうえでの要
望がないと対応が困難な状況です。
なお、本箇所周辺おける都市計画道路の整備に
合わせた、別ルートの通学路となる道路整備を
検討しております。
※当該箇所は、市道改良整備済となっている。
・市道51号線
　幅員計画：8.0ｍ／現道：8.2ｍ

H24～R4 H24

・ガードレールを設置した場合、歩道の有効幅
員が狭くなるため、ガードレールの設置は困
難。（建設管理課）
・代替案として、R5年度中に交差点の歩車道
境界ブロック端にラバーポールを設置予定。
・車道に下りないよう、引き続き登下校指導を
実施いただきたい。

14 北小 3
戸川駐在所から戸川1210付近ま
での坂を上っていく道路

市道52号線

路側帯（白線）とグリーンベルトが、途中から途切れたり
薄くなったりしており、登下校に不安がある箇所である。
坂を下ってくる自動車や自転車はスピードも出やすく危
険なため、路側帯とグリーンベルトの塗り直しを希望。

17人 建設管理課 対応済み
R５年度工事完成済み。（道路の両側にグリー
ンベルトの設置を延伸する工事）。また、舗装
打換え工事に伴い、路側帯は塗り直し済み。

H27～R4 R3

R4年度に、中日本高速道路㈱の舗装打換え
工事に伴い、原形復旧としてグリーンベルトを
設置済み。舗装打換え工事範囲外について
は、R5年度グリーンベルトの設置工事発注予
定。（建設管理課）

15 大根小 1
南矢名4丁目27-12付近
学校東側に面した通り

市道66号線
学校に向かって登ってくる際に路地から出てくる車両に
気づきにくいため、カーブミラーの設置を希望。

20人 地域安全課 R5対応
代替案として、「止まれ」の路面シールの設置
を検討する。（地域安全課）

カーブミラーは車やバイク等の運転者が安全を
確認するためのものであります。歩行者が安全
を確認するためにカーブミラーの設置はできま
せん。（建設管理課）

新規

16 大根小 2
北矢名351、350付近
自興院へ向かう道

北矢名31号線
坂道のカーブであり見通しが悪く、車両に気づきにくいた
め、カーブミラーの設置を希望。

15人 建設管理課 R5対応
設置済みカーブミラーの角度調整等を検討す
る。

カーブミラーは車やバイク等の運転者が安全を
確認するためのものであります。歩行者が安全
を確認するためにカーブミラーの設置はできま
せん。（建設管理課）

R4
令和４年７月、谷戸橋付近に「この先幅員狭し
すれ違い困難」の看板を設置済み。(地域安全
課)

17 大根小 3
南矢名4丁目6-1
青山歯科医院近くの中央橋

市道66号線
雨が降るとグリーンベルトが水たまりになり、それをよけ
るため児童が車道を歩かなければならず、整備を希望。

15人 建設管理課 R6対応
地覆コンクリートに溝を設置する等、路面排水
の改善を検討する。

新規

18 西小 1
並木町7-18
西小学校の南東側の角

並木町13号線

南側の通学路から登校してくる児童が安全に横断できる
よう、横断歩道もしくは歩行者横断指導線の設置を希
望。
※毎朝通る車の数が多いため、職員による安全指導を
行っている。

54人
秦野警察署
地域安全課
建設管理課

R6対応

・交差点を明確に示すカラー舗装や、スクール
ゾーン路面標示を検討する。（建設管理課）
・歩行者向け路面シールの設置を検討する（地
域安全課）

〇

・歩行者の溜まり場がないため、横断歩道の設
置は困難（秦野警察署）
・歩行者横断指導線は、グリーンからグリーンへ
渡すことを前提としているため、当箇所への設置
は困難（建設管理課）

新規

19 西小 2 並木町7-6前交差点 並木町13号線

南側（246方面）から通学してくる児童が安全に横断でき
るよう、横断歩道もしくは歩行者横断指導線の設置を希
望。
※地域の方が頻繁に見守ってくださっている。

94人
秦野警察署
地域安全課
建設管理課

R6対応

・交差点マークの設置を検討する。（建設管理
課）
・歩行者向け路面シールの設置を検討する（地
域安全課）

〇

・歩行者の溜まり場がないため、横断歩道の設
置は困難（秦野警察署）
・歩行者横断指導線は、グリーンからグリーンへ
渡すことを前提としているため、当箇所への設置
は困難（建設管理課）

新規

20 西小 3
堀川551-1付近
さくらどて公園前交差点に抜ける
道のT字路

堀川38号線
北側さくらどて公園方面から登校してくる児童が安全に
道路南側に横断できるよう、横断歩道もしくは歩行者横
断指導線の設置を希望。

35人
秦野警察署
建設管理課

対応済み

歩行者の溜まり場がないため横断歩道の設置
は困難。（秦野警察署）
当該交差点には止まれの標識及び路面標示が
ある他、R3年度要望への対応として、R4年度に
交差点部に帯状のカラー舗装の施工（ベンガラ
色）及び啓発看板の設置を実施しているため、
対応済とし、これ以上の対策は不要と考える。
（建設管理課）

R3
・啓発看板の設置
・交差点部に帯状のカラー舗装の施工（ベンガ
ラ色）を実施済み

21 上小 1 菖蒲1028付近 堀西21号線

・道が狭く交通量が多いため、路側帯の設置を希望。
・水路へ転落の危険があるため、蓋等の設置を希望。
・運転者に注意を促す啓発看板等の設置を希望。
※R4.12.6に保護者から市へ当箇所の同様の要望あり。
※R5.4月　下校中の児童の横を車がスピードを出して通
過。
※地区別懇談会要望にも記載あり。

2人
地域安全課
建設管理課

R7以降
対応

・菖蒲1033-1付近に啓発看板の設置を検討す
る（工事看板撤去後）。（地域安全課）
・水路への蓋掛け等を検討する。代替案とし
て、スクールゾーン等、車両に注意を促す路面
標示をR5・R6に対応予定。（建設管理課）

〇

・路側帯の設置は車道幅員2.75ｍの確保が出来
ていないことより困難。（建設管理課）
・地区別市政懇談会（上地区）のテーマであるも
の。
・当該箇所の延長上にR5.5.30「スピード落とせ」
の啓発看板を3枚設置し、計4枚設置済み。（地
域安全課）

新規

22 広畑小 1
下大槻472から下大槻560にかけ
ての道

下大槻33号線

狭い道だが、朝は特に抜け道としてスピードを出して通る
車が多い。通学児童数は少ないが、たとえ歩行者一人
分でも白線があれば、歩行者も車も注意すると思われ
る。
児童は登校時は道の南側を、下校時は北側を歩いてお
り、難しければ片側だけでも白線の設置を希望する。
※2年前の冬休み中の朝に、児童と車の接触事故があ
り、児童が打撲挫創を負っている。

4人
地域安全課
建設管理課

R6対応

・注意を促す啓発看板（通学路等）の設置を検
討する。（地域安全課）
・スクールゾーン等、車両に注意を促す路面標
示を検討する。

〇
外側線及びグリーンベルトの設置は困難（外側
線の設置には車道幅員4.0ｍの確保が必要で
す。）

新規

23 渋沢小 1
渋沢上1丁目13-33付近
渋沢小学校近くの五叉路

萩が丘1号線

五叉路ということと学校の近くということもあり、車・児童・
自転車すべてが短時間に集中する。また、道に高低差
があるうえ狭く、見通しが良くない。『学童多し注意』の看
板が学校側からの１方向のみ設置されている状況のた
め、全方向から注意喚起できるような対策を希望。横断
歩道が薄くなっているため塗り直しも希望。

300人
秦野警察署
地域安全課
建設管理課

R6対応

・歩行者向け路面シールの設置を検討する（地
域安全課）
・南東側の学校に続く道の入口に横断歩道の
新規設置を上申する。（秦野警察署）
・スクールゾーン等、車両に注意を促す路面標
示を検討する。（建設管理課）

〇 登校時間帯に合同点検を実施 R4
令和４年７月に「通学路注意」の看板を２枚設
置済みです。
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24 渋沢小 2
千村2丁目9付近
とうふ料理『丘』の前の横断歩道
及びその手前のカーブ

千村四丁目6号線

千村配水場側から降りてくる車がスピードを出して当交
差点手前のカーブを曲がってくるが、直前にならないと横
断歩道が目視できない。また、道路北側を歩く児童と内
回りでカーブしてくる車がぶつかりそうになることもある。
ダイヤマークと減速を促す路面標示があり、横断歩道足
元には『とまれ』ステッカーが貼ってあるが、対策の強化
を希望する。

30人 建設管理課 R6対応 減速を促す路面標示の塗り直しを検討する。 R4

・昨年から継続して取り締まりを実施中（秦野
警察署）
・児童用横断旗の新規設置は行っていませ
ん。なお、秦野市所有の横断旗については、
秦野警察署の使い方講習を受講した地元自
治会への貸与という形で運用しており、地元
自治会が管理する形であれば、予算の範囲
内で相談をお受けします。（地域安全課）

25 渋沢小 3
千村２丁目6-13付近
『たむら歯科』付近の横断歩道

曲松一丁目11号線

「横断歩道あり」の道路標示が薄くなっており塗り直しを
希望。
見通しが良い下り坂のため車がスピードを出しやすく、
『通学路注意』の看板が横断歩道の標識とともについて
いるが目立たない。減速を促すためのもう少し目立つ対
策を希望する。

30人 秦野警察署 R5対応

ダイヤマーク塗り直しは実施不可だが、当該箇
所のR4年度要望に対する対応として、R5年度
中にスクールゾーン路面標示の設置工事を予
定しているため、これを以て代案対応とするも
の。

上申の結果、ダイヤマークの設置及び塗り直し
は、カーブ直後の横断歩道等、直前に横断歩道
を視認できないような箇所でのみ実施する旨、
県下で方針決定となったため、当該箇所での塗
り直しは不可の旨、秦野警察署から連絡あり
（R5.12.21）

R4

・R4年度に横断歩道の塗り直しを実施済み。
（秦野警察署）
・R5年度にスクールゾーン路面標示の設置工
事を予定。（建設管理課）

26 渋沢小 4
曲松２丁目9-18付近
Ｔ字路

曲松二丁目1号線

秦野大井線（県道７０８号）の抜け道として使用されてい
るため、雨で秦野大井線の駅方向が渋滞すると、こちら
の抜け道の交通量が増える。
児童は登校時は東西から南へ向かって、下校時は南側
から東西に曲がっていくが、ここにカーブミラーの設置を
希望する。
Ｔ字路の突き当りが住宅のため、カーブミラーが難しけれ
ば子供たちを視認できる様な工夫を希望する。

10人
地域安全課
建設管理課

R6対応

・歩行者向け路面シールの設置を検討する。
（地域安全課）
・交差点マークの設置を検討する（建設管理
課）

〇

カーブミラーは車やバイク等の運転者が安全を
確認するためのものであります。歩行者が安全
を確認するためにカーブミラーの設置はできま
せん。（建設管理課）

新規

27 渋沢小 5
渋沢上１丁目13-33～萩が丘4-
22～萩が丘3-11

曲松一丁目1号線

道幅がとても狭いが、直線のためスピードを出す車がい
る。
また、特に雨の日は交通量が増えることと、傘を差す分
歩行空間の確保が難しくなるため、グリーンベルトの設
置を希望する。※片側となる場合は、道の北側に設置希
望。

30人
地域安全課
建設管理課

R6対応
・注意を促す啓発看板の設置を検討する。（地
域安全課）
・スクールゾーン等、車両に注意を促す路面標
示を検討する。

〇
車道幅員の構造が変則的であるため、外側線
及びグリーンベルトの設置は困難（外側線の設
置には車道幅員4.0ｍの確保が必要です。）

新規

28 末広小 1-1
東田原309-1付近
国道246号線高架下の歩行者用
地下道

東田原3号線 暗く防犯上の不安があるため、防犯灯の設置を希望。 33人 建設管理課 対応済み
代案として、トンネル内照明の点灯時間の調整
を実施済み。

国道246号高架下の歩行者用地下道には既に
照明が設置されているほか、防犯灯の設置は、
原則、電柱等への設置が条件となるため、地下
道への設置はできない。（地域安全課）

新規

29 末広小 1-2 東田原298-36付近の坂道 東田原3号線
坂の上に向かって左手の雑木林に蜂が営巣しやすいた
め、定期的な駆除を希望。

33人 建設総務課 対応不可
民地のため対応不可。道路上にせり出した枝等
の剪定であれば、都度ご相談いただいて検討は
可能。

新規

30 末広小 2
曽屋3195付近
十代橋付近の道

市道63号線

曽屋3199-1～7から通学する児童が、道路を横断して北
側にある歩道に渡り登校しているが、安全に横断するた
めに横断歩道の設置を希望。
※付近の保護者から学校教育課にも横断歩道設置の要
望あり。

7人
秦野警察署
建設管理課

R6対応
文マークの塗り直し、交差点を明確に示すカ
ラー舗装及び交差点へのラバーポール設置を
検討する（建設管理課）

〇
歩行者の溜まり場がないため横断歩道の設置
は困難。（秦野警察署）

新規

31 末広小 3
下落合3-2付近
下落合入口交差点

県道71号

交通量が多く、北側からの下り坂でスピードを出す車も
見られる。左折時に歩行者を待たない・横断歩道に非常
に近いところで停止するケースもあるため、歩車分離型
信号機への変更を希望。

64人
秦野警察署

国県事業推進
課

R6対応
現場の交通量調査を実施後、歩車分離式信号
機への変更を検討する。（秦野警察署）

秦野警察署による歩車分離化の対応ができな
い場合は、代替案として、運転者に対して該当
箇所が通学路であることを認識させるための道
路表示（文マークなど）や啓発看板の掲示を検
討する。（国県事業推進課(平塚土木事務所道
路維持課））

新規

32 末広小 4 末広町6-53付近 末広町4号線 ブロック塀に傾きが見られ危険。 32人 教育委員会 R5対応
再度土地所有者へ状況説明及び対応を依頼
する。

R3
R4.2月、建築指導課と学校教育課で土地所有
者を訪問し、状況の説明及び対応を依頼。（対
応時期は未定。）

33 末広小 5
曽屋6016付近
こうぼうふじみ公園前の十字路

市道7号線
市道85号線

6月27日の登校時間帯（8時頃）に乗用車2台の衝突・横
転事故が起きた。過去にも同様の事故があり、児童が巻
き添えになる危険性があるため、信号機や減速帯の設
置等何らかの対策を希望する。

29人
秦野警察署
地域安全課

R5対応

・止まれ路面標示を強調するペイントの塗り直
しを上申する。（秦野警察署）
・注意を促す啓発看板をR5.9.28に建設管理課
が設置済み。（地域安全課）

信号機設置基準（1時間当たりの通行量300台以
上）に満たない（秦野警察署）
第一希望は信号機や減速帯の設置と考える。
（建設管理課）

新規

34 南が丘小 1
南が丘4丁目1付近
立野台緑地出口のT字路付近

南が丘2丁目4号線
登校時間帯の車通りが多いが、植え込みが伸びてきて
いて見通しが悪いので整備を希望。

25人 建設総務課 対応済み 植え込みの剪定を実施済み。 新規

35 南が丘小 2
西大竹288-4
セブンイレブン出入口

県道62号

登校時は特に利用者が多く、２車線でスピードを出してい
る車も多い。店舗を利用しない車両が駐車場を抜けるこ
ともある。ヨークマート側からと高速道路側から見えるよ
うに、通学路と分かる標識の設置を希望。

4人 地域安全課 R5対応
店舗側への状況説明及び対応のお願いあるい
は、出入口付近への看板等の設置等について
検討する。

・はだの桜みち側の歩道に、セブンイレブン敷地
に向かって左折する車両に対し、巻き込み注意
を促す看板が設置されています（県設置）
・セブンイレブンに、店舗敷地内に進入する車に
対しての対応策（看板、路面標示）を依頼するこ
とが必要と考えます。（地域安全課）

R3 取り締まりの実施

36 南が丘小 3
西大竹281-1
嶽神社前の横断歩道

西大竹41号線
ミラーの設置はあるものの、下校時に横断歩道を渡る際
に右側から来る車が見えにくい。大きいカーブミラーや飛
び出し坊やなどの設置を希望。

16人 地域安全課 R5対応
路面シールの追加設置を検討する。（地域安
全課）

新規
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37 南が丘小 4
立野台3-12-1
立野台緑地内の階段及び付近
の横断歩道

南が丘4丁目3号線
雨天時、階段が滝のようになり滑りやすいため危険。階
段を上がったところの横断歩道は水はけが悪く、水たま
りが深くなる。水はけをよくできるような対策を希望。

306人
建設管理課

公園課
R6対応

横断歩道の周辺の水はけについて、現地確認
して水はけの改善を検討する。（建設管理課）

立野台緑地内の階段について、水の導線として
階段の量側面にくぼみがあり、通常の降雨には
対応できる構造となっている。更なる対策は階段
全体の構造に関わるため困難である。（公園課）

R4

水の導線として階段の量側面にくぼみがあ
り、通常の降雨には対応できる構造となって
いる。更なる対策は階段全体の構造に関わる
ため困難。（公園課）

38 南が丘小 5
南が丘5-2-1
男坂下立野台グラウンド横の歩
道

立野台3丁目1号線
木の根のためか歩道がデコボコな状態で児童が転んで
しまうことが多い。歩道の整備を希望。

63人 建設管理課 R6対応 歩道の舗装打換え修繕を検討する。 新規

39 南が丘小 6
南が丘5-2-1
立野緑地内　男坂踊り場（上段）

-

水はけが悪く、大雨の日はくるぶしまで浸かるくらいに浸
水している。階段横は滝のように流れ、その水が踊り場
に流れ込んできている。歩行可能なスペースが半分程度
になり、複数の登校班が重なると危険を感じる。水はけ
をよくしたり、歩きやすくしたりするための整備を希望。

63人 公園課 R5対応
女坂、男坂踊り場にある集水桝の清掃を実施
予定。

透水性の舗装のため、通常の降雨には対応で
きる構造となっている。更なる対策は階段全体
の構造に関わるため困難である。

R4

40 南が丘小 7
南が丘5-2-1
立野緑地内　女坂・男坂

-
毛虫が多く、よく手すりや木にぶら下がっているため、虫
の駆除や除草を希望。

369人 公園課 R5対応
今後、雑草の除去及び階段の苔の除去を実施
予定。

R4
雑草の除去を実施済み。今後階段の苔の除
去を実施予定。（公園課）

41 堀川小 1
堀西89-3付近
麺処喜今日屋前の交差点

松原町8号線

国道246号線から日立製作所への抜け道で交通量が多
いため、立ち止まっての左右確認が重要な場所だが、足
元の「とまれ」路面シール等が消えかかっているため、修
復を希望。

51人 地域安全課 対応済み
歩行者用路面シールを更新済み。（地域安全
課）

新規

42 堀川小 2
松原町3-2付近（渋沢駅入口交
差点）から堀川134-1付近（テクノ
パーク入り口交差点）までの道路

県道706号

スピードを出して歩道を通行する自転車が多く、児童との
接触の危険がある。通学児童数も多く、歩道に歩行者と
自転車が混在しやすいため、自転車専用通行帯の設置
を希望。

291人
国県事業推進

課
R7以降
対応

歩道内に歩行者と自転車の通行区分を示す区
画線等の表示を検討する。（平塚土木事務所
道路維持課）

令和7年度に堀川幼稚園のこども園化が計画さ
れており、車両交通量や歩道利用量の変化が
予想されることを考慮しつつ慎重な検討が必要
と考える。
また、令和3年度に合同点検を実施しており、道
路環境自体は令和3年度から大きく変化してい
ないため、今年度合同点検は不要と考える。

R3 R3

歩道内に自転車通行帯を表す線を表示するこ
とを検討したが、最終的には歩道と自転車通
行帯との完全な分離を目指していることから
見送ることとしたもの。

43 堀川小 3
堀川203-1付近
堀川公民館前の道路

堀川19号線
歩道のない道路だが県道706号への抜け道として交通量
が多く危険なため、グリーンベルトの設置を希望。

71人 建設管理課 R6対応
堀川公民館前の道路には歩道が整備されてい
るため、路側帯の塗り直しや注意を促す路面
標示の設置を検討する。

〇
堀川公民館前の道路には歩道が整備されてい
るため、グリーンベルトの設置はできません。

新規

44 鶴巻小 1
鶴巻1776付近
極楽寺付近のカーブ地点

市道64号線

道路が細く、曲がっているため先が見通せない。カーブミ
ラーも設置してあるが、一部しか見えておらず見通しが
悪い。多くの児童が通る場所のため、車両へ注意を促す
標識等を希望。

190人 建設管理課 R5対応 注意を促す路面標示の設置を検討する。 R1～R4 R4
交差点内を横断するグリーンベルトを設置済
み。（R5.5.16建設管理課）

45 鶴巻小 2
鶴巻2242付近
小学校北側に面した道

鶴巻28号線

登校する際に使用している細い道から、学校側の歩道に
渡る際、横断歩道等何もない。交通量が多いわけではな
いが、何もない道路を横断しているため、横断歩道等、
歩行者が通ることがわかるようにしていただきたい。

110人
秦野警察署
地域安全課

R5対応
既に「この先通り抜けできません」の看板が付
近に設置されているが、道の入口付近等にも
設置することを検討する。（地域安全課）

〇
横断歩道の設置については、交通量等の設置
基準に満たないため困難。（秦野警察署）

新規

46 鶴巻小 3
鶴巻南2丁目14-14付近
県営鶴巻団地南西側の交差点

鶴巻南二丁目14号線
鶴巻南二丁目15号線
鶴巻南二丁目19号線

※地域より要望
道が狭いが、交差点を東西方向に走る車が多く危険。

秦野警察署
地域安全課

R5対応

・「止まれ」路面標示の塗り直しを上申する。
（秦野警察署）
・啓発看板や路面シールの設置を検討する。
（地域安全課）

新規

47 大根中 1
南矢名4-28-1
大根中学校の西門出てすぐの階
段

-

スズメバチの巣がありハチが行き来しているため、駆除
を希望。
また、大雨が降ると階段を滝のように水が流れてくるた
め、水はけの改善を希望。

351人 教育総務課 R5対応

・西門付近の水はけについては、排水状況の
確認とその状況に応じた修繕の検討を進め
る。
・スズメバチについては、巣が確認できておら
ず、根本的な解決が難しい状況のため、スズメ
バチを確認した場合には、事業者等による駆
除を行うとともに、計画的に西側敷地内樹木を
剪定するなど、スズメバチが集まりにくい環境
づくりを検討する。

新規

48 西中 1
柳町2-8-19
旧青木魚店前のT字路

柳町二丁目1号線
信号が無く、交通量も多い場所で危険なため、西中学校
方面と旧青木魚店を結ぶ地点に横断歩道の設置を希
望。

300人
秦野警察署
地域安全課

対応済み
注意を促す啓発看板等をR5.10.4に設置済み。
（地域安全課）

〇
横断歩道の設置には魚店側に歩行者溜まりの
整備が必要であるため困難。（秦野警察署）

新規

49 渋沢中 1
渋沢1909-1付近
室川に掛かるT字路付近

市道17号線

生徒の登下校、職員の通勤時（特に渋中側から出る時）
にＴ字路部分の両側から、車がかなりの速度で入り込ん
でくるため危険である。地図で見る以上に見通しも悪い
ため、ヒヤリハットさせられる時もある。スピードハンプな
ど、この部分に入る手前で車が速度を落とすような対策
を希望。
※事故はないが、ヒヤリハットは度々起きている。

150人 建設管理課 R6対応 注意を促す路面標示の設置を検討する。 R3 R3

・グリーンベルトの設置
・スクールゾーンの区画線の設置
・速度抑制を促す区画線の設置
令和４年度に実施済み

50 渋沢中 2
渋沢1909-1付近
渋沢中学校に向かうカーブの続く
道

渋沢15号線

生徒の登下校、職員の通勤時に両側の樹木が垂れ下
がってきており危険である。車にも枝がぶつかる。特に
雨風が強い日の後は顕著である。枝先は業務員に依頼
して切ってもらってはいるが、ある程度木そのものの伐
採も希望。

150人 建設総務課 R5対応

周辺より順次対応中。
要望箇所については、次年度以降に対応予
定。
枝先の剪定については、状況により対応。

新規
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令和５年度通学路整備要望一覧

番
号

住所等 関連道路 理由及び要望
通学
人数

所管部署 対応区分 対策案 合同点検
不可の場合の理由
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過去の
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過去の
合同点検

過去の回答等
学校名及び
通し番号

危険箇所 対策検討状況 過去の要望状況

51 鶴巻中 1
鶴巻2236
鶴巻中学校を出て左側のＴ字路

鶴巻33号線

横断歩道があり基本的に車両は停止するが、速度が出
たまま差し掛かる車両もあるため、一時停止線の設置を
希望。
※具体的な事故としての把握はないが、生徒が危険な
場面に遭うことが頻発しているように見受けられる。

240人 秦野警察署 R5対応 横断歩道の塗り直しを上申する。
横断歩道があるため、一時停止規制は設置でき
ず

新規

5 / 5 ページ



令和６年度通学路整備要望一覧

令和６年８月９日
学校教育課作成

番
号

住所等 関連道路 理由及び要望 要望カテゴリ
通学
人数

過去の
要望有無

過去の
合同点検

過去の回答等

1 本町小 １
曽屋1268−1付近
宮上交差点

県道705号線
宮上交差点近くの２４６高架下にある緑色のフェンスが倒れ掛かっている。大雨の時など倒れる心配
がある。

その他（植物の伐採や防犯灯の
設置等）

34人 新規

2 本町小 2
栄町8−23付近の交差点
乳牛通り、玉川屋豆腐店前

栄町3号線
見通しの悪い交差点だが、減速せず走る車が多く、横断歩道を渡るところが危険。車が停車して横断
できるよう信号や看板の設置をお願いしたい。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

43人 新規

3 本町小 3 曽屋5743付近 曽屋84号線 雨水管が壊れており、引っかかって危険。撤去か修繕をしてほしい。
その他（植物の伐採や防犯灯の
設置等）

12人 新規

4 本町小 4
才ヶ分バス停及び才ヶ分踏切
バス停

曽屋77号線 交通量が多く、バスを降りた後や待つ間が危ない。ガードレールの設置を希望。 ガードレールやポール等の設置 12人 新規

5 南小 １ 清水町１―２４付近の交差点 市道24号線

バス通りになっており、横断歩道や看板が付いているが、横断歩道の近くにバス停がある。バスが停
車中は、横断歩道に死角になり追い越し車両と歩行児童の接触の危険性がある（実際に下校時に
危険だと感じた児童もいる）。バス停の移動をお願いしたい。
また、交通量も多く、朝の時間帯にはスピードを出す車もいる。横断歩道を渡ろうと手を挙げても止ま
らない車が多い。登校班の集合場所まで行く途中の交差点にもなっており、単独での児童の横断も
あるため、信号機の設置などの対策をお願いしたい。

信号機の設置・調整等 50人 新規

6 南小 2
秦野市平沢１１０１付近のバス
通りの交差点

市道13号線

ボヌール１から近くのバス通りの交差点の横断歩道。
交通量が多く、スピードを出している車やバイクが多い。停止線が歩道に近く、横断中にじわじわと児
童につめよる車や、横断中にもかかわらず、児童と児童の間をすり抜けていくバイクなどの危険な車
両が頻繁にみられる。
速度制限やグリーンベルトの設置、子供横断注意呼びかけの看板、交通安全指導等の期間をつくる
などの対策をしてほしい。

路側帯やグリーンベルトの設置 50人 新規

7 南小 3
秦野市平沢１３６２−１
カーボイス横の横断歩道

県道62号線（はだの桜み
ち）
平沢30号線

ドライバーから歩行者が見えにくいので安全板の設置をしてほしい。
注意を促す標示や啓発看板等
の設置

50人 新規

8 南小 4 今泉３４６－８付近のT字路 今泉91号線
朝の時間帯にスピードを出して通る車が多く停止線があるものの無視する車もいる。
横断歩道や信号、時間帯進入禁止、減速板の設置など歩行している児童と衝突するリスクを下げる
対策が必要。

横断歩道の設置 50人 新規

9 南小 5
今泉３９５－１付近の交差点ま
での道路

今泉81号線
道路が狭く、朝の時間帯にスピードを出して通る車が多いため危険。グリーンベルトはあるが、朝の
通学時には反対側にあるためにグリーンベルトを通学路とすると道路の横断が必要になる。特に雨
の日は傘によりさらに危険性が増すので対策が必要。

路側帯やグリーンベルトの設置 50人 新規

10 南小 6 今泉７３２付近 市道13号線
自動販売機のある変形交差点から学校にむかう道路が道幅が狭く、スピードを出して通過する車も
多く危ない。
その道中の民家の垣根が夏場は伸び、歩道をふさいで歩きにくくなる。対策が必要。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

50人 新規

11 南小 7 平沢１７６２−３ 平沢58号線
さくら道沿い「さくら亭」の坂道を下ったところの橋。
橋の柵が折れているところや途中で切れているところがある。子供が簡単に入っていけるので川に
落ちる危険性がある。整備が必要。

その他（植物の伐採や防犯灯の
設置等）

50人 新規

12 南小 8
平沢７５２−５
三協町オートファミリー付近の
横断歩道

市道17号線
平沢21号線

ドライバーから歩行者が見えにくいので歩行者注意の看板等の設置をしてほしい。
注意を促す標示や啓発看板等
の設置

50人 新規

13 南小 9
秦野市平沢１４８１−１
山門内科前の横断歩道

市道17号線
平沢34号線

ドライバーから歩行者が見えにくいので歩行者注意の看板等の設置をしてほしい。
注意を促す標示や啓発看板等
の設置

50人 新規

14 南小 10
平沢１６３１
西光寺横十字路

平沢23,24,25号線 ドライバーから歩行者が見えにくいので歩行者注意の看板等の設置をしてほしい。
注意を促す標示や啓発看板等
の設置

50人 新規

15 南小 11
平沢１６３１
西光寺ゴミ捨て場前のカーブ

平沢27号線 ドライバーから歩行者が見えにくいので歩行者注意の看板等の設置をしてほしい。
注意を促す標示や啓発看板等
の設置

50人 新規

学校名及び
通し番号

危険箇所 過去の要望状況
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令和６年度通学路整備要望一覧

番
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通学
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過去の
要望有無

過去の
合同点検
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危険箇所 過去の要望状況

16 東小 1
秦野市西田原１２２０
株式会社クボテックの横・東田
原下宿バス停前

市道5号線
バス待ちしている方々を避けるために児童が車道はみ出してしまうことが度々有る。
バス付近にガードレールがあれば車道にはみ出すことを防げるため、バス停付近にガードレールの
設置を要望します。

ガードレールやポール等の設置 50人 新規

17 東小 2
秦野市名古木69-12
丹沢大山五右衛門本店前付近
の道路

県道70号線 １本道で交通量が多く、横断歩道があまり無いため、横断歩道の設置を要望します。 横断歩道の設置 30人 新規

18 東小 3
秦野市秦野市東田原1538-3
東公民館横の道路

市道58号線 交差点に横断歩道がなく危険。ガードレールも無いので設置を要望します。 ガードレールやポール等の設置 30人 新規

19 東小 4
西田原279
西田原上宿会館前の交差点

市道4号線
市道56号線

東地区と北地区の抜け道的な交差点。通学時間には交通量も多い。
４方向（東西方向は一時停止の標識あり　南北方向は特になし）から車の往来があるため、ボラン
ティアの方の誘導にも限界が感じられるため、信号機の設置を要望します。

信号機の設置・調整等 100人 新規

20 北小 1
羽根501から羽根207にかけて
の道路

羽根20、21号線
菩提30号線

羽根地区の関野商店から人道橋にかけての通学路は道が狭く、歩道がない。近年県道705同船が通
勤、通学の時間帯に渋滞が発生することから、抜け道となっているため、車の往来も激しくなってい
る。学校において、児童へ注意喚起しているが、登下校の際、車が通行するときには接触事故が心
配され大変危険である。このような状況にあるので、未然に防ぐためにも「道路の拡張」または、「グ
リーンベルト」の設置を要望する。

路側帯やグリーンベルトの設置 70人 R5 R5

道路の拡幅については、地元自治会から、沿道地権者
（土地所有者）の同意を得たうえでの要望がないと対応
が困難な状況。
羽根20、21号線を対象に、道路北側の側溝の蓋を現場
打ちコンクリートに変更するとともに、グリーンベルトの設
置を検討する。（道路の北側にグリーンベルトを設置する
工事）（建設管理課）
自治体も合同点検に参加

21 北小 2
羽根12-8付近の扇沢橋から菩
提257-2付近の羽根橋

羽根4,16号線

羽根地区の羽根扇沢橋から小羽根橋にかけての通学路は道が狭く、歩道がない。通学路として使用
している道路であっても、車の往来が見受けられる現状である。学校において、児童へ注意喚起して
いるが、登下校の際、車が通行するときには、接触事故が心配され、大変危険である。このような状
況にあるので、未然に防ぐためにも、「グリーンベルト」の設置を要望する。

路側帯やグリーンベルトの設置 40人 新規

22 北小 3 戸川535-1付近の信号機 市道51号線

矢坪沢交差点から山辺保育園方面へ曲がる道までの道路は、見通しが良いので、車両も速度を上
げやすい。また1日の交通量でみると少ないが、住宅地も増え、通勤時間帯の抜け道として通過する
車も多くなっている。両側に歩道が整備されているが、狭隘で登下校で混雑しているとき、車道に降り
てしまう子が見られ、学校において児童へ注意喚起しているが、登下校の際、車が通行するときには
接触事故が心配され大変危険である。そこで、この歩道の拡張、またはガードレールがあると、より
安全に登校ができると思われるので、要望する。

ガードレールやポール等の設置 350人 H24～R4 H24

・ガードレールを設置した場合、歩道の有効幅員が狭くな
るため、ガードレールの設置は困難。（建設管理課）
・代替案として、R5年度中に交差点の歩車道境界ブロッ
ク端にラバーポールを設置予定。
・車道に下りないよう、引き続き登下校指導を実施いただ
きたい。

23 大根小 1
北矢名243-1付近
北矢名交差点近く

市道8号線
市道26号線

道幅が狭く、車が１台しか通れず歩道がないため危険。 路側帯やグリーンベルトの設置 30人 新規

24 大根小 2
南矢名4丁目6-1
青山歯科医院近くの中央橋

市道66号線
雨が降るとグリーンベルトが水たまりになり、それをよけるため児童が歩道を歩かなければならず、
整備を希望。

路面の修復 15人 R5
R6対応予定。
地覆コンクリートに溝を設置する等、路面排水の改善を
検討する。

25 西小 1 秦野市堀川９６３付近 市道15号線 堀川の交差点の手前の道路に曲がる車が多く、信号がないため、横断歩道の設置を希望します。 横断歩道の設置 100人 新規

26 広畑小 1 下大槻１７４－３周辺 市道68号線

五叉路の１つで、朝交通量も多い。大変狭い道で、対向車がすれ違う際に児童が歩くスペースが確
保されない。また信号待ちをしている車が、道の左端ぎりぎりに停止しているため、児童がその横を
雨の日など傘をさして通る時は大変危険である。
現状、路側帯(白線)がひかれている跡があるが、長い間、引き直されていないため、消えてしまって
いる。白線より、グリーンベルトの方が目立つため、グリーンベルトがひかれれば、車が停止する際、
児童の歩く歩道分のスペースが確保されるので希望する。

路側帯やグリーンベルトの設置 11人 新規

27 渋沢小 1 秦野市渋沢上１丁目１３付近
萩が丘1号線
渋沢一丁目1号線

渋沢小学校の北門から出る児童は必ず通る交差点です。この交差点は、小学校から駅方面に行く車
と駅方面から小学校方面に向かう車が角にある家の影響で何も見えない状態にあり、車が正面衝突
しそうな時がある。また、下校してくる児童の姿が全く見えないためとても危ない。そのため、カーブミ
ラーを設置してほしい。

カーブミラー設置・調整 100人 新規

28 渋沢小 2
秦野市千村2丁目9付近
「とうふ料理丘」の前の横断歩
道

千村四丁目6号線

「とうふ料理丘」の目の前の交差点ですが、足元に『とまれ』のステッカーが貼ってありますが、千村配
水場側から降りてくる車が下り坂＆カーブ続きのためスピードを出して降りてきます。また、この横断
歩道はカーブとなっている為、直前にならないと目視できません。
◇（横断歩道ありのマーク）と減速マークはついていますが、もう少し大々的な標識や児童横断あり
等の対策をとっていただきたいです。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

20人 R5

【R4回答】
・昨年から継続して取り締まりを実施中（秦野警察署）
・児童用横断旗の新規設置は行っていません。なお、秦
野市所有の横断旗については、秦野警察署の使い方講
習を受講した地元自治会への貸与という形で運用してお
り、地元自治会が管理する形であれば、予算の範囲内で
相談をお受けします。（地域安全課）
【R5対応】
減速を促す路面標示の塗り直しを検討する。
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29 渋沢小 3
秦野市千村２丁目６付近
旧「たぬきち」「たむら歯科」間
の横断歩道

曲松一丁目11号線

直進で下り坂のためスピードが出ている車が多いです。 8時頃に駅へ向かう路線バスも通過します。
歩道がないため、白線の外側を歩いて横断歩道まで歩く登校班もあります。 途中で砂利がはみ出し
ている箇所もあり気になりました。 帰り道ではレンガの塀の角から道路へ児童が飛び出す危険があ
ります。 塀があるため「とうふ料理の丘」から来る車からは、出てくる児童が見えにくいです。 もう少し
目立つ道路標識や、「とまれ」のステッカーなどの対策を希望したいと思います。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

20人 R5

・R4年度に横断歩道の塗り直しを実施済み。（秦野警察
署）
・R5年度にスクールゾーン路面標示の設置工事を予定。
（建設管理課）

30 渋沢小 4
秦野市千村３丁目
小田急ハイツ団地４号棟そば
の道

千村三丁目14号線

横断歩道がありません。バスも通り、カーブになっていて見通しが悪く、交通量もあるので危ないなと
思っています。 児童横断ありの看板が少し手前にあるのですが 字がかすれてしまっていて読みにく
く、 置いてある場所もあまり目立たないので新しい看板か、もう少し目立つ看板に取り替えてもらう
か、看板を設置する場所を変えていただけたらなと思います。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

40人 新規

31 渋沢小 5
秦野市渋沢３丁目1-12
なかじま北公園北側交差点

渋沢二丁目6号線

この交差点は、南北方向にはグリーンベルトと横断歩道が設置されていますが、東西方向にはあり
ません。公園のすぐ北側の交差点のため、子供の行き来が多い場所です。
車や自転車の事故も多い場所となっています。横断歩道やグリーンベルトの設置をお願いしたいで
す。

路側帯やグリーンベルトの設置 30人 新規

32 渋沢小 6
秦野市萩が丘11－34
「魚洋」横断歩道

曲松一丁目11号線

「魚洋」前の横断歩道は坂の途中なので車のスピードが速いです。ゆるいカーブのため、待っている
横断者や歩行者が見えにくいです。また、児童からも車を目視するのが難しいです。 電柱の角から
道路周辺に雑草が生い茂っているのも気になります。横断歩道など道路標示の塗り直しや、危険防
止の対策、雑草の管理を希望したいと思います。

横断歩道の塗り直し 20人 新規

33 渋沢小 7
秦野市萩が丘9丁目30
みどり美容室付近の脇道

萩が丘14号線
萩が丘９丁目30みどり美容室付近の脇道で停止線や標識がない道があります。すぐ横が登校班の
集合場所となっていますが、スピードを出したまま通過する車両もいます。停止線や標識の設置を希
望します。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

20人 新規

34 渋沢小 8
秦野市渋沢1丁目２２付近
のマンホール

渋沢一丁目1号線
渋沢1丁目22付近のT字路手前にあるマンホール２か所が、雨量が多い際にマンホールの蓋が水力
で浮き上がり危険な状態です。吹き出す水に子供たちが興味を示し近づいてしまいます。非常に危
険な状態なので対策していただければと思います。

その他（植物の伐採や防犯灯の
設置等）

20人 新規

35 渋沢小 9 秦野市曲松5丁目５付近
市道16号線
曲松二丁目2号線

朝車通りが多い道です。道が狭く、スピードを出してくる車が多いため、グリーンベルトや標識など何
かしらの対策をしていただきたい。

路側帯やグリーンベルトの設置 20人 新規

36 末広小 １ 秦野市元町９－８付近 元町6号線
道路脇の排水溝の部分に大きな穴が開いており、危険である。実際に児童がつまづいてケガをしそ
うになったことがある。

路面の修復 39人 新規

37 末広小 2
秦野市末広町６－６
（末広小学校正門前）

末広町5号線 横断歩道及び「止まれ」表示の塗装のはがれが多く見受けられます。塗りなおしを希望します。 横断歩道の塗り直し 72人 新規

38 末広小 3
秦野市末広町６－６付近
（秦野支援学校正門前）

末広町5号線
横断歩道の塗装のはがれ及び点字ブロックの浮きが多く見受けられます。つまずきの危険もあるた
め補修を希望します。

横断歩道の塗り直し 103人 新規

39 末広小 4
秦野市名古木３－３付近
（曽屋高校外周道路）

曽屋137号線
登下校時間帯にグリーンベルト上に駐車している車両がおり、児童が車道側にふくらんで通行せざる
を得ない場合がある。国道の抜け道として利用する車が多く、危険が予想される。駐車禁止等の対
策を希望します。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

72人 新規

40 末広小 5 秦野市末広町６－５３付近 末広町4号線 民家のブロック壁に傾きが見られ危険である。亀裂が毎年少しずつ深くなっている。
その他（植物の伐採や防犯灯の
設置等）

32人 R3∼R5

R4.2月、建築指導課と学校教育課で土地所有者を訪問
し、状況の説明及び対応を依頼。（対応時期は未定。）
R5にも再度土地所有者に対応を依頼するとなっているが
対応したかどうか確認。

41 南が丘小 1
尾尻937－6付近
（尾尻グランシャリオ前のＴ字
路）

尾尻58,62号線
見通しが悪く、左右確認のためミラーが設置されていたが、撤去されてしまったとのこと。一時停止の
場所ではあるが車の通りや歩行者も多く通るため、死角になりとても危険。ミラーの再設置をお願い
したい。

カーブミラー設置・調整 10人 新規

42 南が丘小 2
今泉2098－2
アパート

今泉74号線 視界が悪いので定期的な剪定もしくは伐採の声かけを行っていただきたい。
その他（植物の伐採や防犯灯の
設置等）

5人 新規

43 南が丘小 3 尾尻938-17付近 尾尻58号線
歩道がなく見通しが悪い。下り坂でスピードを出す車も多い。「スクールゾーン」「カーブ注意」「スピー
ド落とせ」等の標識の設置をお願いしたい。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

15人 新規
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44 南が丘小 4 尾尻938-5付近 尾尻58,61号線
登校時間帯や日中に違法駐車をしている車がいる。歩道がないため、児童たちは車を避け車道に出
て登校している状態。駐車禁止の標識の設置をお願いしたい。また、室川沿いのフェンスの下が開い
ている状態。児童の落下の危険性があるのでフェンスの追加設置お願いしたい。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

15人 新規

45 南が丘小 5 尾尻450-57付近 西大竹36号線
歩道がない。道幅が狭く、植樹で児童が死角に入り見えづらいことがある。「スクールゾーン」「徐行」
「スピード落とせ」等の標識の設置をお願いしたい。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

40人 新規

46 南が丘小 6 尾尻445-7付近 尾尻45号線
右左折が続く狭い住宅街。坂では車がスピードを出して通行することもある。カーブミラーはあるの
で、そのポールに「スピード注意」「児童注意」等のプレートの設置をお願いしたい。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

20人 新規

47 南が丘小 7 尾尻450-24付近 西大竹36号線 道が見えづらく危険。カーブミラーの設置をお願いしたい。 カーブミラー設置・調整 40人 新規

48 南が丘小 8 南が丘5-3-3付近 南が丘五丁目2，3号線 木が生い茂っており見通しが悪い。剪定や伐採をお願いしたい。
その他（植物の伐採や防犯灯の
設置等）

4人 新規

49 堀川小 １ 堀川50-13付近 堀川10号線
朝の時間帯は特に急いでいる車や日立の駐車場があり意外と従来がある道路。スピードを出す車も
見かけるため、とても危険。
通学路表示が１つもないため、注意喚起の表示等の設置を要望。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

10人 新規

50 鶴巻小 1 鶴巻南2丁目17-11付近
鶴巻59,60号線
鶴巻南二丁目26号線

鶴巻団地の建て替え・解体工事に伴い、通学路を一部変更した。新通学路の十字路は、民家の塀等
により、運転者から児童が見えにくく、交通事故の発生が懸念される。
事故発生リスクを減らすためにも、交通注意喚起看板及び道路標識の設置を要請する。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

40人 新規

51 本町中 1
ひばりが丘６
桜塚通りのT字路

桜町二丁目1,13号線

多くの生徒が使っている通学路のT字路にあるミラーを新しいものに変えてほしい。
かなり古くくもりがかかっていて見えにくい。
雨カバーがないため、雨の日はほとんど見えない。
道幅が狭いが車の通行量がとても多い。

カーブミラー設置・調整 400人 新規

52 渋沢中 1 曲松1丁目8−21付近 県道708
郵便局付近では車などが駐停車しており、路側帯を歩行しづらい上に、交通量も多く、かなりの速度
で走行しているため大変危険である。グリーンベルトの設置を希望。

路側帯やグリーンベルトの設置 78人 新規

53 渋沢中 2 秦野市千村3丁目18～29付近 千村三丁目1～7号線
春秋時期は下校が遅くなると街灯がないため暗くなり危険である。
そのため、街灯の設置を希望する。

その他（植物の伐採や防犯灯の
設置等）

69人 新規

54 鶴巻中 1 鶴巻2236 鶴巻30号線
鶴巻中学校正門を出て、左側のＴ字路。中学校へ向かう横断歩道があり、基本的に車両は停止する
が、速度が出たまま横断歩道に差し掛かる車両があり不安を感じています。そのため、一時停止の
道路標識及び一時停止線の設置を要望します。

注意を促す標示や啓発看板等
の設置

200人 R5
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